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≪今月の表紙≫ 

クリスマスカード イラスト 

中学１年 M.O.さん 
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今号の内容 

 
 

【特集】 

 

美術「中２ 私の世界」 

美術「高１ 平面構成」 

家庭科「高１ ホームプロジェクト」 

 

 

【連載】 

 

67 回生 齊藤百恵「アイルランド留学記」 
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私
っ
て
何
だ
ろ
う
？
？
？ 

美
術
の
中
で
も
永
遠
の
テ
ー
マ
で

あ
る
自
画
像
。
こ
の
課
題
で
は
、
自

分
の
顔
と
、
自
分
を
構
成
す
る
も
の

を
フ
レ
ー
ム
の
中
に
詰
め
込
み
ま
し

た
。
趣
味
、
勉
強
、
部
活
、
好
物
、

お
し
ゃ
れ
、
夢
、
悩
み
…
…
。
青
春

真
っ
た
だ
中
の
《
私
》
の
世
界
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

「
中
２ 

私
の
世
界
」 



5 

 

H さんの作品 



6 

 

T さんの作品 
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H さんの作品 
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S さんの作品 
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N さんの作品 



10 

 

S さんの作品 



11 

 

O さんの作品 



12 

 

Y さんの作品 



13 

 

I さんの作品 



14 

 

M さんの作品 



15 

 

S さんの作品 
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S さんの作品 
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「
高
１ 

平
面
構
成
」 

課
題 

「
気
象
現
象
」
を 

平
面
に
表
現
し
な
さ
い 

 

自
分
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
色

彩
と
形
で
伝
え
る
課
題
で
す
。
生
徒
た

ち
の
想
像
は
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
か
ら
宇

宙
ま
で
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
《
伝
え

る
》
た
め
に
、
色
彩
や
構
図
の
プ
ラ
ン

を
綿
密
に
練
り
上
げ
て
か
ら
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 
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Ｍさん「青空と彩雲」のための 

アイディアスケッチ 
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Ｍさんの作品 

青空と彩雲 
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Ｓさんの作品 

雪の結晶 
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Ｉさんの作品 

波 



22 

 

 

  

Ｓさんの作品 

満ち欠ける月 



23 

 

 

  

Ａさんの作品 

晴れの日 



24 

 

 

  

Ｉさんの作品 

竜巻 



25 

 

 

  

Ｈさんの作品 

Starry Night 
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N さんの作品 

プロミネンス 



27 

 

 

  

Y さんの作品 

こいのぼり 
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K さんの作品 

光合成 
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Ｉさんの作品 

隕石落下 



30 

 

 

  

A さんの作品 

夏の入道雲 
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S さんの作品 

曇りの日の波 
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  高
１ 

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

「
家
庭
の
中
で
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ

を
改
善
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
前
号
に

続
き
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
た
服

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
試
み
で
す
。
丁
寧
な
分

析
や
考
察
に
加
え
、
真
似
し
て
み
た
く
な
る

素
敵
な
工
夫
が
た
く
さ
ん
！ 

皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
参
考
に
。 
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上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
に
在

籍
し
て
い
る
、
６
７
回
生
の
齊
藤
百

恵
さ
ん
の
連
載
第
２
弾
で
す
。 

今
回
は
、
大
学
の
講
義
の
様
子
を

ご
紹
介
。
日
本
の
大
学
と
の
違
い
と

は
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
街
の
美
し
い
写

真
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
留
学
記
」 
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みなさん、こんにちは。12 月に入り、ダブリンの街

中はクリスマスムード一色です。アイルランドはカト

リックを信仰する人がとても多いため、クリスマスは

みなさん気合が入るようです。 

 

今日は少し大学の授業についてご紹介しますね。 

私がこの大学の授業を受けてまず驚いたのは生徒の

発言量の多さでした。 

日本の大学では講義形式で教授が内容を説明してい

くのが主で、「教授」と「学生」の立場がはっきりして

います（中高の授業もこんな感じですね）。しかし、こ

っちでは教授と学生の関係がとてもフラットで、学生

が教授に意見をする場面もとても多いです。ディスカ

ッションの機会もとても多く、ただ話を聞いているの

ではなく、提示された問題に対して常に自分の意見を

示す準備をしていなければなりません。ネイティブス

ピーカーたちに混ざってディスカッションをするのは

もちろん簡単ではないため、うまく話せず日々落ち込

んでばかりですが、いつか自信を持って発言できるよ

うに頑張ります。 
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最も日本との違いを実感したのは授業内容です。こち

らでは LGBTQ やフェミニズムなど、社会でマイノリ

ティに属する人たちに関して学ぶ機会がとても多く、そ

れらの問題に対する意識の高さを日々実感します。たと

えば、ある授業では HIV 患者の男性をゲストスピーカ

ーに招き、これまで彼らがどのような偏見を受けてきた

か、そしてこれからどのように共存していくかについて

講演していただきました。またある授業では性産業に従

事する女性たちの権利について扱う機会もありました。 

日本の大学ではなかなか扱われないこれらのテーマ

なので、最初はただ驚くばかりでした。しかし、逆に言

えばこれまで社会的マイノリティに属する人たちにき

ちんと目を向けてそれを考えること、彼らについて思い

を馳せることはなかったなと反省しています。 

 

「愛の反対は憎しみではなく無関心である」 

藤にいた頃、マザーテレサのこの言葉をよく先生方か

ら聞かされていましたが、今改めて、ダブリンでこの言

葉の重みを痛感しています。 
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これから北海道はさらに寒さが厳しくなると思い

ますが、みなさん体に気をつけて素敵なクリスマス

とお正月をお過ごしください。 

 


